
　
民
生
委
員
制
度
は
岩
手
県
警
察

部
長
や
岩
手
県
知
事
を
務
め
た

経
歴
を
持
つ
笠
井
信
一
岡
山
県
知

事
が
大
正
６
年
、
貧
し
い
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
よ
う
と
考
案
し
た

「
済
　
さ
い

世せ
い
顧
問
制
度
」が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
５
年
に
開
か
れ
た
地
方
長

官
会
議
の
際
、
大
正
天
皇
か
ら
岡

山
県
内
の
貧
困
状
況
を
尋
ね
ら
れ

た
笠
井
知
事
は
、
す
ぐ
に
実
態
を

調
査
。
県
民
の
１
割
が
生
活
困
窮

状
態
だ
と
分
か
る
と
、
諸
国
の
防

貧
対
策
も
含
め
た
制
度
や
理
念
の

研
究
を
重
ね
、
貧
し
い
人
々
の
相

談
に
乗
る
仕
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
設
置
規

定
公
布
日
が
５
月
12
日
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
府
も
大
正
７
年
、
生
活
困

窮
者
を
救
済
機
関
に
つ
な
げ
る「
方

面
委
員
制
度
」を
始
め
、
や
が
て
全

国
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭

和
21
年
に
は
民
生
委
員
令
が
制
定

さ
れ
、
方
面
委
員
は
民
生
委
員
へ

と
変
わ
り
ま
す
。「
民
生
」と
は「
国

民
の
生
活
、生
計
」と
い
う
意
味
で
、

地域を見守り、つなぐ民生・児童委員

頃「
お
顔
を
見
て
話
を
し
よ
う
ね
」

と
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
き
た
こ

と
を
、
自
分
も
心
掛
け
て
訪
問
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
私
の
兄
や
親
戚
が
、
そ
の
区
域

の
民
生
・
児
童
委
員
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
い
つ
も
あ
り
が
た

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
も
そ

の
よ
う
な
民
生
・
児
童
委
員
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井上 節子 さん（64）

　長年保育士を務め、
60歳で定年退職。そ
の後は、国勢調査員や
平舘地区社会福祉推進
協議会の事務局を務め
る。平成28年12月から
民生委員・児童委員の
委嘱を受け、共新区域
で活動している。夫と
息子の３人暮らし。

＝共新＝

　
民
生
・
児
童
委
員
を
引
き
受
け

て
ま
だ
1
年
目
な
の
で
、
地
域
住

民
の
顔
を
覚
え
る
こ
と
、
自
分
の

顔
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　
共
新
区
域
は
約
１
４
０
世
帯
あ

り
、知
ら
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
、

平
舘
保
育
園
で
勤
務
し
、
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
と
関
わ
り
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
国
勢
調
査
員
で
訪
問

し
た
経
験
な
ど
が
民
生
・
児
童
委

員
の
活
動
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
見
守
り
活

動
で
は
、
訪
問
先
で
つ
い
つ
い
話

し
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

１
０
０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で

は
、
全
世
帯
に
チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。
保
育
士
の

顔
を
合
わ
せ
て
会
話
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け

地
域
住
民
と
築
く
日
々
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
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貧
困
対
策
が
中
心
の
制
度
か
ら
、

広
く
国
民
生
活
全
般
の
相
談
に
応

じ
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
43
年
に
民
生
・
児
童
委
員

は
全
国
初
と
な
る「
在
宅
ね
た
き
り

老
人
実
態
調
査
」を
実
施
し
、
自
宅

で
長
期
間
、
寝
た
き
り
の
状
態
に

あ
る
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
20
万

人
以
上
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
は

社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
在

宅
福
祉
の
充
実
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
民
生
・

児
童
委
員
は
、
独
居
高
齢
者
や
父

子
家
庭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
調
査
を
実
施
し
、
福
祉
制
度
の

充
実
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
制
度
は
、
時
代
の
流

れ
に
合
わ
せ
て
形
を
変
え
、
社
会

に
影
響
を
与
え
な
が
ら
１
０
０
年

続
い
て
き
ま
し
た
。現
在
、民
生
・

児
童
委
員
は
全
国
で
約
23
万
人
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
ら

足
を
運
び
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

を
増
や
す
。
住
民
の
立
場
で
困
っ

て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
で
よ
り
身
近
な
相

談
役
に
な
ろ
う
と
、
民
生
・
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
は
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

共新区域民生・児童委員

　
市
で
は
、
統
括
す
る
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
が
あ
り
、
西
根
・

松
尾
・
安
代
地
区
の
３
つ
の
法
定

単
位
民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
分

か
れ
ま
す
。
西
根
地
区
は
さ
ら
に

大
更
・
田
頭
・
平
舘
・
寺
田
の
４

つ
の
任
意
民
生
児
童
委
員
協
議
会

に
分
か
れ
、
現
在
１
０
５
人（
１

つ
の
民
生
区
で
民
生
・
児
童
委
員

を
選
考
中
）の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
制
度
創
設
１
０
０
周
年
に
合
わ

せ
、
民
生
・
児
童
委
員
の
活
動
内

容
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

の
公
共
施
設
や
介
護
施
設
な
ど
約

80
カ
所
へ
の
ポ
ス
タ
ー
配
布
や
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
戸
別
訪

問
で
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
し
て
周
知
し
ま
し
た
。

　
「
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
ひ

と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が

ら
声
を
掛
け
る
民
生
・
児
童
委
員

は
、
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
相
談
相

手
、
見
守
り
役
と
し
て
地
域
住
民

に
寄
り
添
い
、
皆
さ
ん
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

これからの民生委員・児童委員活動に関するスローガンは「支えあう住みよい社会地域から」

民
生
委
員
･
児
童
委
員
制
度

1
0
0
年
の
歩
み

年

歩
み

大
正
５
地
方
長
官
会
議
で
大
正
天

皇
が
笠
井
知
事
に
県
民
の

生
活
状
況
を
ご
下
問

　
　
６
岡
山
県
済
世
顧
問
設
置
規

程
公
布

　
　
７
大
阪
府
方
面
委
員
規
程
公
布

昭
和
３
方
面
委
員
制
度
が
全
府
県

に
普
及

　
　
₁₁
方
面
委
員
令
公
布
、
全
国
統

一
の
制
度
と
し
て
運
用
へ

　
　
₂₁
民
生
委
員
令
公
布

　
　
₂₂
児
童
福
祉
法
制
定
、
民
生
委

員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
る

　
　
₂₃
民
生
委
員
法
公
布
・
施
行

　
　
₃₅

民
生
委
員
・
児
童
委
員
マ
ー

ク
誕
生

　
　
₄₃
民
生
委
員
に
よ
る
全
国
初

の「
在
宅
ね
た
き
り
老
人
実

態
調
査
」を
実
施

　
　
₅₂
５
月
₁₂
日
を「
民
生
委
員
の

日
」と
定
め
る

平
成
６
主
任
児
童
委
員
制
度
の
創
設

　
　
₂₉
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
、
児
童
委
員

制
度
創
設
₇₀
周
年

民
生
委
員
制
度
の
始
ま
り

福
祉
制
度
の
充
実
に
貢
献

制
度
創
設
１
０
０
周
年

市
内
各
地
で
周
知
活
動

参加した福祉関係者にＰＲ（７月₂₈日、市福祉運動会）

買い物客に声を掛ける委員（７月₂₄日、荒屋新町の市日）

啓発用ティッシュを配布（８月₂₇日、平舘地区大運動会）

園児へポスターを手渡しました（６月₂₁日、松野保育所）

民生委員制度創設100周年を迎えました。
広報５月号（№ 263）で民生・児童委員を紹介しましたが、

今号では民生委員制度の始まりと市内全域で行われた
制度創設100周年のPR活動を紹介します。
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